
新規就農先輩の軌跡 №137   <2021(R3) 3月掲載> 
新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

氏 名：荒木 健太郎(あらき けんたろう) 

住 所：たつの市新宮町香山 

年 齢：３６歳 

農 地：320a（借地290a） 

施 設：ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ 270㎡（5.4m×50m） 

経営内容：水稲270a、野菜30a、果樹20a 

労働力：本人、妻、実母 

出荷先：個人向け産直宅配、飲食店、 

直売所出荷等 

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点 

平成 25 年 農薬メーカー退職 

平成 25 年 日本農業経営大学校入学 

平成 27 年 たつの市で新規就農者認定を

受け、新宮町にて就農 

平成 28 年 青年クラブ｢たつの赤とんぼク

ラブ｣に入会 

平成 30 年 農作業場を新築導入 

令和 2 年 たつの市認定農業者に認定 

現在に至る 

○良かった点

・自分のペースに合わせ営農計画樹立とそ

の実践ができやりがいがある。

○苦労した点

・定期的な現金収入が、思うように得られ

にくい。

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉 

・高校生のころから日本の食料自給率の

低さに危機感を覚え、いずれは農業の道

に進みたいと考えていた。

・化学合成の農薬や肥料を使わない農業

にこだわった、より安全で安心できる

農産物を提供したかった。

・体力に自信のある若い方々にとっては、

田舎での農業はきっと楽しいと思いま

す。

山で落ち葉を採取し、土づくりに活かす 


